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湿原を歩いていると、肌に冷たい風が吹くようになりました。花の季節が

終わり、どこか寂しげな風景が広がっていますが、赤や黄色に葉を染めた

植物が迎えてくれます。褐色のミズゴケ湿原では、エゾシカのオスがメス

の群れを追いかけて行きました。

皆さんの目は、北海道の秋はどんな風に映っていますか？

色づく秋の湿原…
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【ナガボノシロワレモコウ】

バラ科　長穂白吾木香

白い穂を垂らしたように見

える花です。ここではハン

ノキ林などに見られ、条件

が良いとかなり長い期間咲

いています。

○コース案内
外回り：約３．１ｋｍ（木道部分２．０ｋｍ、軌道跡部分１．１ｋｍ）
中回り：約２．０ｋｍ（木道部分１．４ｋｍ、軌道跡部分０．６ｋｍ）
小回り：約０．５ｋｍ（木道部分０．３ｋｍ、軌道跡部分０．２ｋｍ）
※２０ｍおきに木道の縁に番号札が付いています。
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☆☆☆温根内ビジターセンター　探勝木道周辺の自然情報☆☆☆

○表紙の写真 上：ヤマブドウの葉　中右：エゾシカの群れ　中左：ハネナガフキバッタ　下：ホロムイツツジの葉

温根内探勝木道地図

【コクワ（サルナシ）】

マタタビ科　小桑

夏に白い花を咲かせていた

コクワが鈴なりに実をつけ

ています。人が食べても美

味しいですが、鳥や動物の

貴重な食糧にもなります。

【エゾタヌキの溜め糞】

イヌ科　蝦夷狸

同じ箇所に繰り返し糞をす

る習性があり、日々こんも

りと溜まっていきます。今

年はやけに多く、クマの糞

とよく間違われます。

【サワシバ（実）】

カバノキ科　沢柴

果穂と呼ばれるホップのよ

うな実が吊り下がっていま

す。一枚一枚はプロペラ状

になっており、風で遠くま

で飛ぶようになっています。

【ツボスミレ】

スミレ科　坪菫

春の花ですが、ビジターセ

ンター裏手の日当たりのよ

い地面に咲いていました。

この季節に見られると何だ

か嬉しくなります。

【ツリバナ（実）】

ニシキギ科　吊花

赤い仮種皮と呼ばれる部分

が五角形に開き、オレンジ

色の種子が現れます。しば

らくするとこの仮種皮ごと

ポトリと地面に落ちます。
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オオアカゲラ
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※旬の自然情報についてはお気軽にスタッフまでお尋ねください。

※温根内木道周辺の植物を折ったり持ち帰ったりしないようお願いします。また、木道から降りて写真を撮ることは

　おやめください。皆様が気持ちよく散策・観察できるようご理解とご協力をお願いします。

■ヒシクイ■マガン■オオハクチョウ■アオバト■タンチョウ■クイナ■トビ■ノスリ■コゲラ■オオアカゲラ■アカ

ゲラ■モズ■ハシボソガラス■ハシブトガラス■ハシブトガラ■ヒガラ■シジュウカラ■ヒバリ■ヒヨドリ■ウグイス

■エナガ■コヨシキリ■ゴジュウカラ■キバシリ■ノゴマ■ノビタキ■エゾビタキ■コサメビタキ■キセキレイ■ハク

セキレイ■ビンズイ■カワラヒワ■マヒワ■ベニマシコ■アオジ■クロジ■オオジュリン

～温根内探勝木道周辺の野鳥～

【オオアカゲラ】　留鳥

キツツキ科　大赤啄木鳥

アカゲラよりもひと回り大

きく、腹部の縦縞模様も見

分けるポイントです。ただ

し鳴声はそっくりで、なか

なか区別できません。

【エナガ】　留鳥

エナガ科　柄長

群れで行動し、夏鳥が少な

くなるとよく見かけます。

正面から見ると、「絵文字」

のような顔つき（●▲●）

がまた愛らしいですね。

【アカゲラ】　留鳥

キツツキ科　赤啄木鳥

ここでは最もよく見かける

キツツキ類の一種。しきり

に木を突いて、樹皮の裏側

にいる昆虫などを採食して

います。

【マガン】　旅鳥

カモ科　真雁

飛来数が増えてきていると

いうマガン。温根内でも時

折上空を通過する群れを見

かけるようになりました。

準絶滅危惧種（NT）。

○温根内探勝木道周辺で観察された鳥（9 月 15 日～ 10 月 14 日）和名は日本鳥類目録第 7 版の順

釧路湿原は晩秋の装いです。野鳥は渡りの時期を迎え、上空にはヒシクイ、マガン、オオハクチョウといった旅鳥が通過して

いく姿を見かけるようになりました。また湿原周辺では、留鳥たちが混群を作り始め、餌探しに夢中です。ビジターセンター

では双眼鏡を無料で貸出しております。お気軽に職員までお申し付けください。

○温根内探勝木道周辺で観察された花（9 月 15 日～ 10 月 14 日）和名は五十音順　* 外来種

■アキノウナギツカミ■イチゲフウロ■イヌタデ■イヌトウバナ■ウメバチソウ■エゾオオヤマハコベ■エゾゴマナ

■エゾシロネ■エゾトリカブト■エゾノコギリソウ■エゾヤマアザミ■エゾリンドウ■オオダイコンソウ■オオバセ

ンキュウ■オオヨモギ■キンミズヒキ■クサフジ■コウゾリナ■コガネギク■コハコベ■サワギキョウ■シオガマギ

ク■シロツメクサ * ■セイヨウタンポポ * ■タニソバ■チドリケマン■ツメクサ■ツボスミレ（季節はずれ）■トウ

ヌマゼリ■ドクゼリ■ナガボノシロワレモコウ■ナズナ■ハッカ■ハナタデ■ハンゴンソウ■ヒメジョオン * ■ヒヨ

ドリバナ■ヘラバヒメジョオン * ■ホソバアカバナ■ホソバノヨツバムグラ■ミソガワソウ■ミゾソバ■ミツバフウ

ロ■ミツバベンケイソウ■ミミナグサ■ムラサキツメクサ * ■メマツヨイグサ * ■ヤマハギ■ヤマハハコ■ヨシ

☆☆☆☆　シリーズ　ビジターセンターのお仕事　その①　☆☆☆☆
ビジターセンターに勤務していると、時々お客さんや古

い友人などから、「ビジターセンターって普段どんな仕

事をしているの？」と聞かれることがあります。そこで、

私たちビジターセンター指導員の仕事内容を数回に分け

て少し紹介したいと思います。

私たち指導員の仕事として、大きく分けて次の 3 つが挙

げられます。

　①利用者への対応

　②自然情報の収集・発信

　③ビジターセンター・木道の維持管理

もちろん、やるべきことはこのほかにもたくさんありま

すが、大まかに言うと向き合う対象が、①が対・人、②

が対・自然、③が対・施設、という感じですね。では今

回は①利用者への対応について紹介したいと思います。

※次号から花の情報は来年の春までお休みとなります。



「利用者への対応」と一言で書いてしまいましたが、内

容は非常に多岐にわたります。釧路湿原に来たら皆さん

は何が見たいでしょうか？きれいな景色、お花、タンチョ

ウ…色々あると思いますが、その目的を果たすには、そ

こを熟知している人に聞くのが近道ですよね。また、事

前に温根内木道でどんなものが見られるか、コースがど

うなっているのかなど、情報を得た上で歩くのとそうで

ないのとでは、歩

いている時の安心

感や自然の見方や

感じ方が違ってく

ると思います。そ

のためのビジター

センターと私たち

指導員、と考えてください。我々指導員は一般客の方々

が安心して、センター内や木道散策を楽しめるよう、情

報提供や注意喚起をしています。特に最近は釧路港に大

型クルーズ客船が寄港する機会が増すなどで、外国人の

お客さんが多く来訪され、こちらの（未熟な）英語を駆

使しながら案内することも度々あります。そのほか、一

般客だけでなく課外授業の一環で訪れる学校の対応、毎

月行っている自然ふれあい行事などもあります。

さて、こういった仕事の中で特に感じるのは、案内する

人によって話し方を工夫する必要がある、という点です。

例えば学校対応にしても、相手が小学生か高校生かで、

こちらの話し方を「かなり」変えなければ、伝えたいこ

とがうまく伝わりません。さらに、同じ小学生でも学校

ごとに雰囲気は異なります。（釧路市内と鶴居村内の小

学生でも全然違います…！）年齢や人数、雰囲気などに

合わせて内容や話し方を変える。ここが一番頭をフル回

転させるところで、同時に勉強になるところでもありま

す。私はまだ経験

が浅く色々と試行

錯誤を繰り返して

いる段階です。毎

回案内し終えた後

はどっと疲れがき

ますが、たまに「今

回の解説はうまくいった！」という感触があるときはと

ても心地よい疲労感に変わり、充実感が味わえる瞬間で

もあります。もちろん時には失敗もありますが、そういっ

た経験も糧にして、より深く楽しく釧路湿原を堪能して

もらえるよう、これからも研鑽を重ねていきたいと思い

ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤原伸也）
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　　　　　　　 ：

開館時間：9：00 ～ 17：00（11 月～ 3 月は 16：00 まで）

休館日：毎週火曜日（12/29 ～ 1/3 は休館）　入館無料
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温根内ビジターセンター  フェイスブック

○塘路湖エコミュージアムセンター（あるこっと）⇒お申し込み☎ 015-487-3003

♪クリスマスリースを作ろう

　〔日時〕11 月 24 日（土）13：00 ～ 15：00  〔定員〕15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕￥500（材料費）　　　　　  　　　〔場所〕塘路湖エコミュージアムセンター

～閉館時間が変わります～

11 月から翌年 3 月までの冬季期間は

ビジターセンターの開館時間が 9:00

～ 16:00 に変更となります。トイレ

についても、16:00 の閉館をもって

ご使用できなくなります。また、休館

日の火曜日も終日トイレはご使用にな

れませんのでご注意ください。皆様の

ご理解とご協力をお願いいたします。

☆☆☆☆☆イベントのご案内（11 月）☆☆☆☆☆

○温根内ビジターセンター　⇒お申し込み☎ 0154-65-2323

♪地形を見て歩く！湿原探索

　〔日時〕11 月 18 日（日）10：00 ～ 12：00     〔定員〕　15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕無料　　　　　 　　　　　　　　　　  〔場所〕温根内ビジターセンター

植物の花や葉が枯れ落ち、遠くまで見渡せるこの時期。普段は注目しない、湿原周辺の「地

形」にスポットを当てて木道を歩きます。

♪クリスマスリースを作ろう

　〔日時〕11 月 25 日（日）13：00 ～ 15：00     〔定員〕　15 名（小学生は保護者同伴）

　〔参加費〕500 円（材料費）　 　　　　　　　　  〔場所〕温根内ビジターセンター

もうすぐクリスマス。自然の素材を使って、オリジナルクリスマスリースを作成しましょう。

※10 月 7日（日）に予定されていた「ザリガニウォッチング 2 ～ニホンザリガニ編～」は天候不順のため中止といたしました。


